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１． 2016年にがんで死亡した人は
372,986例

（男性219,785例、女性153,201
例）。

２． 2013年に新たに診断されたがん（罹
患全

国推計値）は862,452例
（男性498,720例、女性363,732

例）。

１．日本の最新がん統計まとめ

生涯でがんに罹患する確率は、
男性62％（3人に2人）、女性46％（2人に1
人）。



２．がん死亡
１. 男性では、40歳以上で消化器系のがん（胃、大腸、
肝臓）の死亡が多くを占めるが、70歳代以上ではその
割合はやや減少し、肺がんと前立腺がんの割合が増加
する。

２． 女性では、40歳代では乳がん、子宮がん、卵巣
がんの死亡が多くを占めるが、高齢になるほどその割
合は減少し、消化器系（胃、大腸、肝臓）と肺がんの
割合が増加する。

生涯でがんで死亡する確率は、(2016年推計
値)
男性25％（4人に1人）、女性16％（6人に１
人）。



男女とも胃癌は減少、肝癌はやや減少傾向
肺癌、大腸癌はやや増加傾向にある。

男の前立腺癌、女の乳癌は明らかな増加傾向



男女別、部位別、がん死亡者数







５年生存率



５年生存率





主要死因別死亡者数の推移

がんの患者さんは年々増加している。生存率も年々高くなってきてい
る。
すなわち、癌の治療開始、闘病中、治療後の患者は増加する。
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